
小学校における教育の情報化に対応した授業の創造 
  

 - 64 -

４ 学びの高まりへの有効性の考察 

児童の学びの高まりを、「教科等のねらい

達成への有効性」、「楽しい授業の実現に向

けての有効性」、「学力の観点別における有

効性」、「活用機器等別の有効性」の４点か

ら、２年次の13事例について児童や授業者へ

のアンケート調査の結果から考察する。        

(1) 教科等のねらい達成への有効性 

 教科等のねらい達成への有効性について、

児童のアンケート結果では、「本時のねらい

の達成」に対して、74.4％の児童が「とても

よくできた」、「よくできた」と答えている

（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 また、「授業のねらい達成へのコンピュー

タ等の有効性」に対しても、76.3％の児童が

「とても役立った」、「役立った」と答えて

いる（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 さらに、授業者のアンケートで「授業のね

らい達成へのコンピュータ等の有効性」に対

して、２年次の13事例中８事例で「とても役

立っていた」、５事例で「役立っていた」と

答えている。 

  これらの結果から、コンピュータ等の活用

が、教科等のねらいの達成において有効であ

ると考えられる。 

(2) 楽しい授業の実現に向けての有効性 

 楽しい授業の実現に向けての有効性につい

て、児童のアンケート結果では、「学習の楽

しさ」に対して81.4％の児童が「とても楽し

かった」、「楽しかった」と答えている（図

５）。また、「今後のコンピュータ等の使用

希望」に対しても、82.4％の児童がこれから

もコンピュータ等を使った学習を「とてもし

たい」、「したい」と答えている（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、児童にとって楽しく魅

力ある授業を実現する上で、コンピュータ等

が有効な道具であると考えられる。 

(3) 学力の観点別における有効性   

 学力の観点別における有効性については、 

児童のアンケート項目「本時のねらい達成へ

の有効性」の回答を学力の観点別にみると、

「とても役立った」、「役立った」と答えた

児童の割合は「関心・意欲・態度」（図７）

は100.0％、「思考」（図８）は、92.4％、 

「技能」(図９)は64.6％、「表現」（図10) 

は78.1％、「理解」（図11）は77.6％、「鑑

賞」（図12）は86.7％であった。 
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図６ 今後のコンピュータ等の使用希望 

図７ 関心・意欲・態度 

図８ 思考 
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各学力の観点において、コンピュータ等を

概ね有効に活用することができたと考えられ

るが、「技能」に関しては、64.6％とやや低

い結果が出た。これは、コンピュータ等の活

用において、客観的に判断する材料を得るこ

とはできるが、技能の向上には直接繋がりに

くいため、有効性が他よりも低くなったと考

えられる。 

(4) 活用機器等別の有効性 

活用機器等別の有効性については、児童用

アンケートで、「本時のねらい達成への有効

性」の回答を活用機器等別にみると、「とて

も役立った」、「役立った」と答えた児童の

割合は「プロジェクタ」84.7％、「デジタル

カメラ」72.0％、「ソフトウェア」81.7％

「校内 LAN」81.0％、「TV 会議システム」

82.4％であり、それぞれ授業のねらいの達成

に有効であると考えられる (図 13～図 17）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん、ただ単にコンピュータ等を活用

すれば、授業のねらいが達成できるというも

のではなく、活用機器等の特長をしっかりと

把握した上で、その特長をねらいと結びつけ

ることが重要であることは言うまでもない。

ここでの活用機器等の有効性は、コンピュー

タ等の活用が前提としてあるのではなく、ま

ず授業のねらいがあり、そのねらいを達成す

るためにコンピュータ等を有効に活用すると

いう前提で授業に取り組んだ。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

本研究は、コンピュータ等を授業の中に活

用することで、教科等のねらいを達成すると

ともに、児童にとって「分かる、楽しい授

業」につながることを目指して授業の開発を

行った。 

 ２年間の研究において、コンピュータ等の

特長をしっかり捉え、それを教科等のねらい

と結びつけるとき、多くの学年や教科等にお

いて、コンピュータ等が「分かる、楽しい授

業」の創造に有効であることが、アンケート
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図９ 技能 

図10 表現 

図11 理解 

図12 鑑賞 

図 13 プロジェクタ 

図16 校内LAN 

図17 テレビ会議システム 
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結果や授業で見られる児童のいきいきとした

様子から検証することができた。また、単元

及び一単位時間のどの過程においても、コン

ピュータ等を学びの「道具」として有効に活

用できることも分かった。 

 教育の情報化に対応した環境整備は急速に

進んでいるが、コンピュータ等の授業への活

用は難しいと感じている小学校教員は少なく

ない。しかし、本研究において、プロジェク

タを活用した、インターネット資料や児童作

品の拡大提示や比較提示のように、すぐにで

も授業に取り入れることのできる事例を提案

することにより、コンピュータ等が、手軽で、

有効な、学びの「道具」として受け入れられ

ると考える。 

以上のことを踏まえ、多くの小学校教員が

本紀要や教育情報ポータルサイト(EIPoS)で広

く公開された実践事例集を活用していくとき、

教育の情報化に対応した授業実践の一助にな

ると考える。 

 

２ 今後の課題  

７名の協力員の協力を得て、２年間の研究

で25事例を開発することができたが、さらに

多くの学年・教科等で実践の開発が必要であ

ると考える。また、本研究では小学校を対象

としたが、校種を広げ中学校、高等学校、 

盲・聾・養護学校における新たな実践事例を

開発・集積し、「教育の情報化に対応した授

業」を創造していくことが求められる。
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